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１　組織の概要

　　事業者名及び代表者名
株式会社　  髙木造園
代表取締役　髙木淳一

本社・庭屋JARDIN（ショールーム）
　　　〒522‐0052    滋賀県彦根市長曽根南町４７８番地
朝礼所、車庫・倉庫、従業員駐車場
　　　〒522‐0086    滋賀県彦根市後三条町６７５番地
資材置場
　　　〒522‐0056    滋賀県彦根市開出今町１７６－１番地

　　環境保全関係の責任者及び担当者連絡先
環境管理責任者　  総務部 　：赤井重樹　　　TEL0749-24-2828
連絡担当者      　総務部　 ：赤井重樹      TEL0749-24-2828

    事業内容　　
造園・緑化工事業、土木工事業、公園管理運営(彦根市指定管理者)

    事業の規模 (2021年9月～2022年8月）
・売上高 358 百万円
・工事受注件数 23 件（100万円以上）
・従業員数 54 名
・本社床面積 152 ㎡
・庭屋JARDIN（ショールーム） 127.8 ㎡
・朝礼所床面積 17 ㎡

・資材置場敷地面積 7629 ㎡
・車庫、倉庫床面積 300 ㎡
・従業員駐車場敷地面積 510 ㎡

(建設業)
　許可番号　滋賀県知事許可　（特―29）　第51002号
　許可の有効期間　平成30年2月6日～平成35年2月5日まで
　許可業種　造園工事業　土木工事業　とび・土工工事業　石工事業

（廃棄物収集運搬業）
　許可番号　第02500065852号　　　
　許可有効期限　令和７年１月１７日
　事業の区分　積替えを含まない収集運搬業

  認証・登録の対象組織・活動

　　・対象事業所　本社・庭屋JARDIN（ショールーム）・朝礼所・資材置場

　　・対象外　　　金亀公園・荒神山公園・庄堺公園・自然の家・子どもセンター・ふれあいの

　　　　館は、すべて市の施設のため対象事業所には含まない（指定管理者業務）

  過去３ヶ年の負荷の実績

単位 2020年 2021年 2022年

二酸化炭素の排出量 Kg-CO2 42,155.0 36,809.1 41,583.0

廃棄物の排出量 ｔ 181.5 249.0 332.8

水の使用量、排水量 ㎥ 148.0 172.7 215.0

cc 10,015.0 17,764.8 10,164.0
kg 0.00 0.00 0.00

　※対象物質　（ｃｃ）　　　フェントロチオン、キシレン、ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴｰﾃﾙ
　　　　　　　（ｋｇ）　　　ベノミル、カルベンタジム

　　・活動　　　　造園、緑化工事業、土木工事業、維持管理

化学物質の使用量

　　・登録事業所　株式会社　髙木造園

    所在地   

廃プラスチック類/紙くず/木くず/繊維くず/金属くず
/ガラスくず、コンクリートくず（工作物の新築、改
築又は　除去に伴って生じたものを除く。）及び陶磁
器くず/工作物の新築、改築又は除去に伴って生じた
コンクリートの破片その他これに類する不要物

　　許可取得状況

　　　　　　　　　（産業廃棄物は、自社廃棄物のみの運搬のみ）
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1．
2． 環境経営目標を定め、定期的に見直し、継続的改善に努めます。
3．

☆ 地球温暖化防止のため、二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。
☆ 剪定くず等のリサイクルを推進し、廃棄物を削減します。
☆ 化学物質の使用・排出の抑制に取り組みます。
☆ 省資源に努め、水や用紙の使用量の削減に取り組みます。
☆ 地域環境保全活動に取り組みます。

4．

　制定日　　２００８年８月２０日
改定日　　２０１９年９月　１日

株式会社　髙木造園

代表取締役

この環境経営方針は全従業員に周知、徹底します。

　株式会社髙木造園は、滋賀県内を中心に「人と緑を技でつなぐ」を
モットーに造園工事業・土木工事業などの事業を行っています。この事
業活動における環境への影響を理解して環境経営を優先課題と認識し、
エコアクション２１環境経営システムを構築運用して継続的改善と汚染
の防止に努め、以下の事項について自主的・積極的に取り組みます。ま
た、この方針を全社員に周知徹底し、全社一丸となり推進いたします。

環境関連法規制を遵守します。

当社は、次の環境活動を計画的に取組み実施します。

2   環境経営方針

環境理念

行動指針

　株式会社髙木造園は、緑に関わる事業を展開するなか、びわ湖の水・
滋賀の緑の大切さを認識し、地球温暖化等の地球環境問題のグローバル
的見地からも、事業活動において環境に配慮した循環型社会の構築に貢
献します。
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作成日： 2022年9月1日
作成者： 赤井　重樹

3　 EA2１実施体制組織図

代 表 取 締 役

指定管理部門
西村典夫・髙橋克治

他36名

赤井　重樹
環境管理責任者

髙木　淳一

他9名

ＥＡ２１事務局

②環境経営システムを理解して、定められた環境取組を実施し、運用する。
従業員

②環境経営システムの構築・運用・管理に必要な資源を用意する。

④環境方針の策定・見直し及び従業員への周知を行なう。

⑤代表者による全体の評価と見直し・指示を実施する。

尾之内　巧

⑤環境活動の取組状況を確認し、環境目標の達成状況を評価する。

役割、責任及び権限一覧

担　　当 内　　　　　　容

①環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

環境管理責任者

工事部

代表取締役
（資源には、人材、設備、費用、時間、専門的な技能、技術を含む。）

中川　慶治

①環境経営システムを構築し、実施し、管理する。

②作成された環境への負荷及び取組の自己チェックを確認し承認する。

⑦環境活動の取組結果を代表者へ報告する。

③環境管理責任者を任命する。

①環境方針に従い、環境目標を達成するため環境活動を実施する。

③法規制等の遵守状況をチェックする。

⑧ＥＡ２１に関する運用管理の体制を構築し、各責任者を任命する。

⑥外部コミュニケーションの窓口。

②環境への負荷及び取組の自己チェックを作成し、環境管理責任者へ報告す
る。

④環境方針及び自己チェック等に基づき環境目標を設定し、作成された環境
活動計画を確認し承認する。

①環境経営システム運営のすべての事務を行なう。

⑨特定された緊急事態に対する項目の手順書作成、テスト・訓練・記録。

③「環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況チェックリスト」を作成し、環境
管理責任者へ報告する。

④環境活動計画並びに運用手順書を作成し、実施達成状況を集計し、環境管
理責任者へ報告する。

⑧従業員に対する教育訓練の実施。

ＥＡ２１事務局

⑤文書及び記録の管理保管。

⑦内部コミュニケーションの運営管理。

⑥問題点の是正、予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行
なう。

各　部　門　長
①責任範囲の環境目標及び環境活動計画の実施とＥＡ２１事務局への達成状
況の報告。②責任範囲の問題点の発見、是正、予防処置。

髙木　慎吾

総務部
髙木　広美

他3名

営業部
伊關　靖幸

他1名

彦根市都市公園・自然の家及び
子どもセンターで指定管理者業務
にあたっているが、全て市の施設
のため対象事業所には含まな
い。
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中長期

年度 2013年 2023 2024

単位 （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）

％ 100% 88% 73% 87% 86%

消費量 30,910.0 27,200.8 22,469.2 26,891.7 26,582.6

(kg-CO₂) 10,323.9 9,085.1 7,504.7 8,981.8 8,878.6

％ 100% 100% 103% 100% 100%

消費量 13,113.6 13,113.6 13,520.3 13,113.6 13,113.6

(kg-CO₂) 33,208.1 33,208.1 34,465.2 33,208.1 33,208.1

％ 100% 100% 20% 100% 100%

(kg-CO₂) 3,661.1 3,661.1 725.6 3,661.1 3,661.1

現状維持す
る。

現状維持
する。

現状維持
する。

％ 100% 100% 100% 100% 100%

現状維持す
る。

現状維持
する。

現状維持
する。

％ 100% 100% 100% 100% 100%

農薬の適正管
理を現状維持
する。

- -
現状維持
する。

〇
現状維持
する。

現状維持
する。

100% 100% 148% 100% 100%

水量(㎥) 145.2 145.2 215.0 145.2 145.2

100% 100% 129% 100% 100%

（㎏） 211.0 211.0 271.5 211.0 211.0

現状維持す
る。

現状維持
する。

現状維持
する。

購入率
（％）

100% 100% 100% 100% 100%

100% エコフォスタ
―を毎月実施
する。

83% 現状維持
する。

現状維持
する。

(回数/年) 12 12 10 12 12

1

2

3

4

5

6

４　環境経営目標及び実績

事務所等の利
用水量を現状
維持する。

コピー用紙の
使用枚数を現
状維持する。

省資源に努め、水や
用紙の使用量の削減
に取り組みます。

建設副産物の
リサイクル率
を現状維持す
る。

地域周辺道路
美化活動の実
施回数を現状
維持する。

電力使用量及び燃料使用量は、総量で管理する。

剪定くず等のリサイ
クルを推進し、廃棄
物を削減します。

剪定くずの分
別及びリサイ
クル率を現状
維持する。

購入可能な事
務用品のグ
リーン購入率
を現状維持す
る。

廃棄物排出量は、産業廃棄物に対してのリサイクル率で管理する。

　２０１３年度までの実績を自己チェック等により把握し、その結果を基準値として、２０２２年度から
２０２４年度までの目標を下記の通り設定し、２０２１年９月より環境活動に取り組んでいます。　尚、
このレポートでは、２０２１年９月から２０２２年８月までの運用実績について取りまとめました。

方針 取組項目

地球温暖化防止のた
め、二酸化炭素排出
量の削減に取り組み
ます。

車輌・重機の
燃料消費量を
現状維持す
る。

仕入れた樹木
によるＣＯ２
吸収量を現状
維持する。

2022

電力消費量の
削減(kWh)

水使用量については、事務所、資材置き場における水使用量の削減について実施する。

グリーン購入は、当面事務用品について取組む。

購入電力の排出係数は0.334ｋｇとする。（2018年度、関西電力株式会社）

上記の目標のほか、作業現場の環境及び品質安全向上ために３Ｓ活動（整理、整頓、清掃）に
取り組む

地域環境保全活動に
取り組みます。

化学物質の使用・排
出の抑制に取り組み
ます。

－４－



農薬の適正管
理を現状維持
する。

５　環境経営計画

地域環境保全活動に
取り組みます。

地域周辺道路
美化活動の実
施回数を現状
維持する。

事務所等の利
用水量を現状
維持する。

剪定くずの分
別及びリサイ
クル率を現状
維持する。

省資源に努め、水や
用紙の使用量の削減
に取り組みます。

総務部

①不要時は必ず水を止める。（随時）

①樹木の仕入れ本数を増やす。（提案時）

責任部門・担当者

ＥＡ２１事務局

方針 取組項目

建設副産物の
リサイクル率
を現状維持す
る。

①照明器具・フィルターを清掃する。（１２月）
②不要時電源ＯＦＦにする。（随時）

剪定くず等のリサイ
クルを推進し、廃棄
物を削減します。

地球温暖化防止のた
め、二酸化炭素排出
量の削減に取り組み
ます。

車輌・重機の
燃料消費量を
現状維持す
る。
仕入れた樹木
によるＣＯ２
吸収量を現状
維持する。

活動計画の内容

①社内文章は可能な限り裏面コピーとする。（随
時）
②印刷ミスを減らす。（随時）
③可能な限り両面コピーを行う。（随時）

電力消費量の
削減(kWh)

コピー用紙の
使用枚数を現
状維持する。

工事部

 営業部

ＥＡ２１事務局
①エコフォスター用の服を配布し、連絡も行う。
（毎月開催前）

①可能な限り分別を行う。（剪定くずが出た時）

①グリーン購入が可能か確認する。（購入時）

化学物質の使用・排
出の抑制に取り組み
ます。

①農薬庫の棚卸し（９月）と整理整頓を行う。（随
時）
②期限切れ農薬は処分する。（随時）
③農薬管理基準書を参照に使用者への周知徹底を図
る。（随時）

工事部

①適正な車輌整備。（月初）
②適正速度による運転に努める。（運転時）
③車輌ごとの燃費を発表する（全体会議）

工事部

購入可能な事
務用品のグ
リーン購入率
を現状維持す

①可能な限り分別を行う。（建設副産物が出た時）

－５－



（目標） （実績）
％ 88% 73%

消費量 27,201 22,469

(kg-CO₂) 9,085 7,505

％ 100% 103%
消費量 13,114 13,520

(kg-CO₂) 33,208 34,465

％ 100% 20%

消費量 3,661 726

(kg-CO₂) 0.0 0.0

100% 現状維持す
る。

％ 100% 100%

100% 現状維持す
る。

100% 100%

農薬の適正管
理を現状維持
する。

-
現状維持
する。

〇 工事部

100% 148.1%

水量(㎥) 145.2 215.0

100% 128.7%

（㎏） 211.0 271.5

100% 現状維持す
る。

100% 100%

100% 83%

12 10

次年度の取組
1
2

4

5

６　環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

3

地域環境保全活動に
取り組みます。

車輌・重機の
燃料消費量を
現状維持す
る。

2022

建設副産物は、発生時に資材置き場において分別・保管し、産業廃棄物処理業者で
最終処分する。

年度

電力消費量の
削減(kWh)

％

グリーン購入が可能な備
品についてはグリーン購
入できている。

省資源に努め、水や
用紙の使用量の削減
に取り組みます。

購入率
(％)

地域周辺道路
美化活動の実
施回数を現状
維持する。

大雪の影響で実施できな
い月が2ヶ月あったが、そ
れ以外の月は開催でき
た。

コピー用紙の
使用枚数を現
状維持する。

指定管理業務において使用量
が特定の月で大きく増えた。
また、全体の使用量でも増加
傾向にあるので引き続き裏紙
の使用や印刷ミスを無くすよ
う取り組む。

購入可能な事
務用品のグ
リーン購入率
を現状維持す
る。

事務所等の利
用水量を現状
維持する。

日照りが続き水不足の
為、資材置き場の植栽に
水やりを数日間行った結
果、計画値を超えた月が
あった。必要な灌水で
あった。

(回数/年)

建設副産物については、
全て産業廃棄物処理業者
にて再資源化をしている
ため、リサイクル率は１
００％である。

建設副産物の
リサイクル率
を現状維持す
る。

毎月一度エコフォスターを開催し、地域の美化に取り組む。

ＥＡ２１
事務局

総務部

工事部

6月・7月は計画値を上回ったが、他の
月においてはこまめな室温調整とエア
コンフィルターの清掃・LED化が功を奏
し、消費電力削減が出来た。

担当責任者

ＥＡ２１
事務局

剪定くずは自社が所有する資
材置き場に保管し、年に一回
破砕をして堆肥を作って工事
等で使用しているため、リサ
イクル率は１００％である。

剪定くずの分
別及びリサイ
クル率を現状
維持する。

剪定くず等のリサイ
クルを推進し、廃棄
物を削減します。

方針

遠方の工事や公共工事の受注により車
両・重機の燃料消費が増えて、計画達
成は出来なかった。

年間を通して植栽工事が
少なく、計画を大きく下
回った。

取組の評価

地球温暖化防止のた
め、二酸化炭素排出
量の削減に取り組み
ます。

取組項目

仕入れた樹木
によるＣＯ２
吸収量を現状
維持する。

工事部

営業部

化学物質の使用・排
出の抑制に取り組み
ます。

農薬使用管理表が適切に運用
され、農薬を適正に管理する
ことができた。

室温が夏場は28度以上、冬場は20度以下になった場合にのみエアコンを使用する。
事務所内において、休憩時間は消灯する。

剪定くずは自社の資材置き場で保管し、年に一度破砕してリサイクル堆肥を作って
いる。

－６－



　環境関連法規への違反、訴訟はありません。又、過去３年間に関係当局からの
違反等の指摘はありません。

　適用される法規制等と遵守状況

遵守評価

廃棄物処理法 適正処理

彦根市ゴミの出し方 適正処理

建設リサイクル法 適正処理

該当工事なし

該当工事なし

自動車リサイクル法 適正処理

資源有効促進法 適正処理

家電リサイクル法 適正処理

適正処理

遵守

遵守

河川法 該当工事なし

適正処理

対象機種
無し

７　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

対象特定建設作業の届出、規制値の遵守

法規制等の名称

河川管理者にあらかじめ提出

販売者は知事に届出し、帳簿を少なくとも３
年間は保存

該当する要求事項

建設副産物適正処理推
進要綱
排出ガス対策型建設機
械普及促進規定

一般廃棄物の分別、収集、排出

建設廃棄物のリサイクル促進

購入時又は車検時・廃車時にリサイクル料金
の支払

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理、排出

第一種特定製品の簡易点検

騒音規制法

農薬取締法

パソコン、ディスプレーの適正廃棄

建設工事公衆災害防止
対策要綱

排出ガス対策型建設機械の使用

各計画書・実施書の作成

要綱内の規定の遵守

振動規制法

廃棄時に特定４品目の家電機器のリサイクル
料金の支払い

対象特定建設作業の届出、規制値の遵守

注：適用される法規制等と遵守状況は、環境関連法規等の遵守状況のチェック結
果に基づき記載します。

フロン排出抑制法

－７－



電気 7,504.7 ｋｇ－ＣＯ２ (0.334kg-CO2/kWh)
ガソリン 7,846.3 ｋｇ－ＣＯ２ (0.0671kg-CO2/MJ)(34.6MJ/l)

軽油 25,802.3 ｋｇ－ＣＯ２ (0.0687kg-CO2/MJ)(38.2MJ/l)
灯油 219.1 ｋｇ－ＣＯ２ (0.0679kg-CO2/MJ)(36.7MJ/l)
LPガス 106.7 ｋｇ－ＣＯ２ (0.0598kg-CO2/MJ)(50.2MJ/l)
水道 16.2 ｋｇ－ＣＯ２ (0.36 kg-CO2/m3)

燃えるゴミ 87.7 ｋｇ－ＣＯ２ (0.34kg-CO2/kg)（※１）
41,583.0

合計 ｋｇ－ＣＯ２

資材置場には樹木を仮植しています。その仮植された樹木数は変動があるものの、１年を
通して約１，０００本です。
この樹木以外にも個人邸の庭や工場、道路や公園など多くの場所に樹木を植えており、
その樹木が１年を通して吸収するCO２の量は莫大です。

今年度に購入した樹木のCO２吸収量は kg-CO2になります。
（※３）

前述したCO2排出量から吸収量を差し引くと kg-CO2になります。

※１　2003年国家排出量目録（インベントリ）の算定方法に準拠

※２　大気中の二酸化炭素は葉から吸収され，炭水化物として樹体に固定されます。炭水化物の一部は呼吸によって消費されますが、

　　　  それ以外の炭素は樹木に固定されます。

※３　計算方法は年間CO2固定量算定式は、国土技術政策総合研究所（http://www.nilim.go.jp/lab/ddg/naiyo/co2/co2.html）の資料から

　　　  区分化した樹木の胸高直径（樹木の地面から1.2mの位置の幹の直径）の直径の上の数値と下の数値の平均値としました。

８　　　ＣＯ２排出・吸収量

726

40,857

１年を通じて排出された二酸化炭素（2022)

二酸化炭素（ＣＯ２）吸収・炭素（Ｃ）固定（※２）

41,583

資材置場の仮植地

※水道・燃えるゴミも加算
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剪定等で出た枝葉は大型の破砕機を用いてリサイクル堆肥を作っています。

（月１回７時００分～８時００分、県道大津能登川長浜線の池州橋よりフレンドマート大藪店までの約７００ｍの歩道両側を本
社社員が二班に分かれて清掃ボランティア活動中。）

淡海エコフォスター

９　　環境活動

1年間で約５８５㎥貯まりました。

（２０２１年1１月３０日現在）

２０２１年１２月１日～１０日に大型の機械を
用いて破砕し、その後自然発酵してリサイク

ル堆肥となります。

破砕後の状況（約３００㎥）
毎年、年に２回（春と秋）、資材置場で樹木の売出しを行っ
ており、来場者にリサイクル堆肥を無料で配布しています。

当社の民間工事でも使用しています。
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１０　　リサイクル堆肥の持ち帰りエリア

毎年春・秋に行う売出の際、どちらから来られたのかをまとめてみました。

湖北地区

（米原市、長浜市）

２００７年 ７人
２００８年 ４人
２００９年 ８人

２０１０年 ２０人
２０１１年 ２０人

２０１２年 ２４人
２０１３年 ２１人
２０１４年 １７人
２０１５年 ２１人
２０１６年 ２１人
２０１７年 １８人
２０１８年 ２１人
２０１９年 ３０人
２０２０年 ９人
２０２１年 ５０人
２０２２年 ３７人

県内のその他の市町

（東近江市、守山市、
近江八幡市、大津市）
２００７年 ０人
２００８年 ４人

２００９年 １人
２０１０年 ８人

２０１１年 ２３人
２０１２年 １６人
２０１３年 ９人
２０１４年 １０人
２０１５年 １１人
２０１６年 １３人
２０１７年 １３人
２０１８年 ２２人
２０１９年 １２人
２０２０年 ２人
２０２１年 7人
２０２２年 １０人

県外
２００７年 １人（岐阜県大垣市）

２００８年 １人（愛知県春日井市）
２００９年 １人（大阪府大阪市）
２０１０年 ０人

２０１１年 ０人
２０１２年 ０人
２０１３年 ０人
２０１４年 ０人
２０１５年 ０人
２０１６年 ０人
２０１７年 ０人
２０１８年 ０人
２０１９年 ０人
２０２０年 ０人
２０２１年 ０人
２０２２年 ０人

配布場所

※２０２０年は秋のみ、それ以外は年２回春と秋に開催しています。

犬上郡（多賀町、甲良

町、豊郷町）、愛荘町
２００７年 ２０人
２００８年 ３２人

２００９年 ２４人
２０１０年 ３１人
２０１１年 ２４人

２０１２年 ３１人
２０１３年 ５３人
２０１４年 ５３人
２０１５年 ５７人
２０１６年 ５２人
２０１７年 ５３人
２０１８年 ５４人
２０１９年 ６１人
２０２０年 ２５人
２０２１年 ４９人
２０２２年 ７１人

彦根市内
２００７年 ３２０人

２００８年 ５６３人
２００９年 ４２５人
２０１０年 ４８６人

２０１１年 ４７７人
２０１２年 ４１８人
２０１３年 ４１０人
２０１４年 ３８６人
２０１５年 ４０９人
２０１６年 ３６９人
２０１７年 ４０１人
２０１８年 ３６７人
２０１９年 ３４４人
２０２０年 ９３人
２０２１年 ３９２人
２０２２年 ４０９人
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【見直し結果】

１１　代表者による全体の評価と見直し・指示の結果

指示内容：
環境活動はしっかり実践できている。引き続き地域貢献も含め継続していく。

[環境目標の達成状況]

評価：
　公共工事等の大口の工事を受注した為、燃料使用量は２割近く増加した。工事が増加したの
でやむを得ない問題であるが、金額ベースでは２倍近くになっている。電気・燃料等の高騰を
全社員が認識して、車・重機のアイドリングストップ等の省エネを心がけて職務に当たる様に
する。

指示内容：
　電力消費量は計画値を下回っているが、電気料金の値上がり等もあるので引き続きこまめな
節電対策を徹底する。コピー用紙の使用枚数については、全体的に増加傾向にある。中でも指
定管理部門の使用が増えているが、これは業務上必要な作業である。しかし、裏紙の使用等、
日頃の節約を徹底して削減を目指す。
エコフォスターやリサイクル堆肥の取り組みについては、引き続き積極的に取り組み、社会貢
献の一端を担えるようにする。

[環境活動計画の達成状況]

評価：
休憩時間の消灯やエアコンフィルターの清掃、エアコンの設定温度の管理を行い節電対策は
しっかりできていた。

・実施体制：　　　　　　　　☑　変更の必要性無　　　　☐　変更の必要性有

・環境経営方針：　　　　　　☑　変更の必要性無　　　　☐　変更の必要性有

[環境経営システムの実施状況]

評価：
概ね目標を達成することができたため、環境経営システムの変更の必要性はないと評価する。

・環境経営目標・計画：　　　☑　変更の必要性無　　　　☐　変更の必要性有
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